
令和８年度当初予算 農林水産部主要施策の概要 

（令和７年度第１次２月補正予算含む） 

 

◎予算編成のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

◎重点主要施策の概要 

 

〇 能登半島地震や奥能登豪雨により、甚大な被害が発生した農林水産業施設の早期復旧に

取り組む。また、奥能登営農復旧・復興センターが中心となり、営農再開に向けての伴走

支援や農林水産業ボランティアなどの派遣、復興フェアの開催など、1人でも多くの方が

安心して生業を再開・継続できるよう、必要な対策を切れ目なく実施するとともに、トキ

放鳥を契機とした米づくり認証制度の消費者への理解促進や付加価値の向上を図る。 
 

〇 持続可能な農林水産業の実現を目指すため、収益力の高い農林水産業と次世代につなぐ

農山漁村づくりを促進する。 
 

〇 水稲から園芸作物への転換やスマート農業の普及などによる生産の効率化、畜産も含む県

産農産物のさらなるブランド化を通じた農業所得の向上を図る。また、地域の農業を担う農

業従事者の確保・育成や環境保全型農業の普及・推進など持続可能な農業基盤の確立を図

るほか、高温等気象災害に備え、農業者の経営安定化を図る。 

 

〇 いしかわ森林環境税も活用しながら、木材の利用とりわけ県産材の利用と次世代の森林の

形成との両立を図る。併せて、スマート林業の推進と林業従事者の確保・育成や森林の持つ

公益的機能の維持・増進を通じて県土の保全を図る。 

 

〇 水産資源の適切な管理による石川を代表する水産物の安定供給やスマート水産業による

操業や流通の効率化、県産水産物のブランドのさらなる推進と漁業従事者の確保・育成など

持続性のある水産業の実現を図る。 

 

 

・ 能登半島地震や奥能登豪雨により被災した農林漁業者に対し、安心して生業を再

開・継続できるようハード・ソフト両面から支援するとともに、今後の人口減少を

見据えた取組を推進し、能登の基幹産業の１つである農林水産業の生業再建を強力

に後押しする。 

 

・ 持続可能な農林水産業の実現を目指すため、スマート技術の普及や県産農林水産物

のブランド化、人材の確保・育成などにより、収益力の高い農林水産業と次世代に

つなぐ農山漁村づくりを促進する。 
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